
③

　民間メディアの自主的基準には「性別、職業、身分、地位、境
遇、・・・（略）・・・について、差別の観念を表す言葉、言い回し
は使わない。（略）使う側に差別意識がなくても、当事者にとっては
重大な侮辱、精神的な苦痛や、差別、いじめにつながることがある。
使われた側の立場になって考えることが重要だ。」とあります。
　また、性差別については、「女性を特別視する表現や、男性側に対
語のない女性表現は原則として使わない。性別を理由にした社会的、
制度的な差別につながらないよう注意する。」としています。

「故○○氏（さん）の妻、○○夫人、
○○さん」などと具体的に表記し、一般的
には「夫を亡くした女性」などとする

【女性を殊更に強調、特別扱いする不適切表現】
　女傑、女丈夫、男勝り、女だてらに、女の戦い、職場の花、
　才媛、才女、才色兼備
【男性優位社会などを背景にした不適切表現】
　女・男のくせに、夫唱婦随、女は愛嬌男は度胸、女の浅知恵、
　女々しい、女の腐ったような
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